
　　　　

令和６ 年 11 月 15 日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係・社会性

支　援　内　容

基本的な生活習慣の自立を目指す
・個々に合わせたトイレトレーニング
・排泄・水遊び時の着脱や体を拭く
・食事やおやつの準備、片付け
・食育（絵本・紙芝居・ヤクルトおなかのはなし等）
・持ち物の片付けや準備等

運動機能の向上（遊びながら体を動かし運動機能の発達を促す）
＊体操・ダンス・サーキット・公園遊び・なわとび・ランストップ・散歩等の祖大運動で運動感覚の統合を図っていく
＊制作・ちぎる・丸める・つまむ・いれる・塗る・ハサミで切る・貼る・描く・巻く等の微細運動で手指の巧緻性を上げていく

本
人
支
援

遊びや活動・個別療育を通して抽象概念の形成や数の理解に繋げる（手遊び・見立て遊び・ごっこ遊び・遊びの中に簡単なルールを作る・ルールのある遊び・ドイツゲーム等）
視覚情報と聴覚情報の得意・不得意を見極め個々に対応する（スケジュールボードの活用・写真や絵カードの利用等）
自己肯定感を上げていくためのプロセスを大切にした関わり

個々の発達に合わせた言葉の成長を促す
・言語聴覚士や心理士による個別療育・あそびや活動の中で視覚的なツール（ペープサート・絵本・カード等）を使って語彙を増やす関わり
・個々の子どもに応じた言葉やジェスチャーを使ってのやりとり
・個別療育や活動の中で聞かれたことに応える力をつける（簡単な質問や促しに応じる）

ルールや約束事を守る
・保育者の見守りの中で遊びに必要な言葉のやり取りをする
・友だちや保育者とおもちゃの貸し借りを経験する中で遊びに必要なルールや約束事を知り、守る
友だちの思いや気持ちに共感する
・保育者が他者や本人の気持ちを言葉で表現し伝える
・活動の振り返りの中で、楽しかった経験などを共有する
気持ちのコントロール（待つ・我慢する・譲るなど）
・簡単なルールのある遊びを繰り返し行い経験を積んでいく

支援方針

1人1人の子どもの発達に着目し、丁寧な保育を提供し子どもたちが笑顔いっぱいで楽しく過ごす時間を多く持ち、その中で様々な経験と少しのチャレンジを支援する。また、保育中に言語
聴覚士や臨床心理士等による集団療育や個別療育を行い子どもには自信、保護者には不安軽減につなげたい。
・自分らしく安心して生活できる場を提供する。
・楽しく安心できる中で生活習慣が身ににつくよう支援する。
・「楽しい」「できた」「やりたい」と思える保育を展開する。
・スモールスッテプでチャレンジする気持ちを育む。
・遊びを通して簡単な約束やルールが身につくよう支援する。
・安心して子育てが出来るよう保護者支援を行う。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念

つながり合う関係 : ひとは産まれた時からつながり合う関係のなかで安心を築きます。 安心は心の安定や発達のエネルギーにとって大切な役割をもっています。
  支え合う信頼 　: ひとは安心感を築き合うなかで信頼関係がはぐくまれ支え合う心地よさを知ります。
  響き合う共感 　: ひとは楽しいとき、さみしいとき、しんどいときに理解し合えるひとが必要です。
 私たち職員は、障害のあるひと、支援を必要とするひと、その家族の方々に寄り添い、地域社会との架け橋になれるよう取り組みます。

事業所名 北播磨こども発達支援室　小野ゆらんこ 作成日支援プログラム



主な行事等
親子ふれあいあそび（親子で活動に参加）　　　　　　　　　　　　親子ふれあい運動会　　　　　　　　　コミセンおおべふれあいのつどいへ作品を展示
季節に応じたあそび（お正月あそび・水あそび・節分・クリスマス等）

家族支援
ペアレントトレーニング
パパママカフェ
相談（随時）ー家庭支援、子育て支援、兄弟支援

移行支援
保育所等への移行（令和５年度1名・令和6年度2名）連絡・調整
医療機関・保育所・こども園・幼稚園などと連携をとる

地域支援・地域連携
園訪問（小野ひまわり保育所・あおこども園・白ゆりこども園・等）
就学先への申し送り書・サポートファイル・サポートブックの作成
コミセンおおべの広場であそぶ（避難先）

職員の質の向上

事業所内・外での研修（新人研修・虐待防止・人権擁護・身体拘束の適正
化・感染予防・BCP研修・他）
外部講師によるキャリアアップ研修
ケース検討会議を毎月実施
市の療育事業への参加・見学


	支援プログラム参考様式

